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署（沿岸警備隊）に尖閣諸島沖の日本側排他的経済水域（ＥＥＺ）に入らないよう指示し、交渉で解決する姿勢を堅持した。また、その対応を手ぬる と批判した馬英九ら国民党 は「 （台湾への武力行使に触れた）中国の反国家分裂法にも同じ姿勢を示さないのか」と述べ、その二重規範を批判した。　
馬英九総統の就任後、台湾の対
日姿勢は大きく変わった。政権発足直後の二〇〇八年六月、台湾の遊覧漁船が尖閣諸島沖の日本領海
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戦を辞さない」姿勢を貫いたともいえない。二〇一六年の沖ノ鳥島沖での台湾漁船拿捕の際は海軍の康定級フリゲート（ラファイエット級派生型）を出航 せたが、海岸巡防署の巡視船とは違い、ＥＥＺの外にとどまったという　
また、民進党の陳水扁政権も軍




監視船が同国ＥＥＺで違法操業した台湾漁船 銃撃 同船長が死亡した。馬英九総統は当初こそ平和的解決に言及したが、国民党などの反発を受けて、康定級フリゲート、基隆（キッド）級巡洋艦、哨戒機の護衛と称して戦闘機まで同国ＥＥＺに展開させ 有効な海、空軍力を持たないフィリピン






本に批判的であった。彼は国民党主席就任後、政権掌握まで、中国の辛亥革命や国民党と 本統治時代の台湾人による抵抗運動を結びつけ、従軍慰安婦問題を取り上げるなど本省人の共感を狙う形日批判を試みた。これ は、 進党への支持と国民党への批判につながる反中感情を中和する狙いも
ある。　
しかし、日本の統治に抗議した
台湾人には戦後の国民党政権に粛清された者も多い。また、大中華史観に基づく批判に陥れば、日本統治時代を 史の一部と考える本省人の反感を招 。二〇一四年の台北市長選挙では、郝柏村元行政院長（当時の現職市長の父親）と連戦元副総 （後継候補 父親）が「教師として日本 統治に協力した」 柯文哲候補（現市長）の父親を非難し、国民党の連勝文候補の敗因のひ つを作った。　
一方、尖閣諸島に対する領有権
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